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遠心抽出器にスラッジ等の固体粒子が同伴する場合、一部は遠心力でロータ内に捕捉され、その堆積量

によって、運転性能に影響を与える可能性がある。本件では、ロータ内堆積挙動と流入スラッジ濃度の関

係を評価し、ロータ内のスラッジ堆積量は流入スラッジ濃度によらず、流入量で評価できる見通しを得た。 
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1. 緒言 

遠心抽出器は機器の小型化や溶媒劣化低減等の利点から、次世代の再

処理プラントへの適用を図るため、開発を進めている。実用化に向けた

課題の一つとして、遠心抽出器の性能に対するスラッジの影響が挙げら

れる。ロータ内におけるスラッジ堆積の模式図を図 1に示す。これまで

に、遠心抽出器の処理液にスラッジ等の固体粒子が同伴した場合、強力

な遠心力により一部がロータ内壁に捕捉され、処理時間とともに堆積す

る傾向が認められており 1)、堆積が過度に進行した場合には、相分離性

能に影響する結果が得られている 2)。以上の点を背景に、本件では遠心

抽出器内のスラッジ堆積に与える流入スラッジ濃度の影響について検

討した。 

2. 方法 
遠心抽出器の規模はロータ内径 55mm とし、処理液は水に

模擬スラッジ粉（アルミナ、平均粒子径約 1μm）を濃度 0.1

～100g/L に調整して使用した。抽出器を起動後、処理液を

抽出器内に供給し、ロータ内のスラッジの捕捉・堆積状況

を経時的に調査した。ロータ回転数は 4,000min-1 とし、供

給流量は 17.5L/h を中心に設定した。排出液中のスラッジ

濃度は運転時間とともに増加し、最終的に流入と排出の濃

度が同等となった時点で、ロータ内のスラッジ堆積が平衡

に至ったと判断し、試験を終了した。ロータ内のスラッジ

堆積量は供給液の流量、供給液と排出液中のスラッジ濃度

の差及び運転時間の積から算出した。 

3. 結果及び考察 
流入スラッジ濃度条件に対するロータ内堆積量の経時変

化、並びに流入スラッジ量との関係を図2及び図3に示す。

流量一定の条件では、流入スラッジ濃度が高いほど、ロー

タ内堆積量は短時間で増加するが（図 2）、その濃度が変動

しても、堆積量は流入スラッジ量で整理できることが分か

った（図 3）。この結果は流入スラッジ濃度が変化しても、

ロータ内に捕捉される各粒子径の割合が一定であることを

示している。以上より、仮に燃料溶解条件が異なり、遠心

抽出器で処理すべき溶液中のスラッジ濃度が変化しても、

同伴するスラッジ量により、ロータ内堆積量が評価できる

見通しを得た。 
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図1 遠心抽出器内のスラッジ堆積の
模式図

図3 各流入スラッジ濃度条件による流入スラッジ
量とロータ内堆積量の関係

図2 各流入スラッジ濃度条件による試験時間と
ロータ内堆積量の関係
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